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〈概要〉
イギリスの劇作家ジョージ・バーナード・ショーの戯曲
Pygmalionでは、音声学者ヘンリー・ヒギンズが、労働者
階級の花売り娘イライザの話す言葉を変えることによって、
彼女が上流階級の人間であると周りに思わせられるかどう
かを、友人と賭けをして、勝利を収める。ショーはこの作
品を通して、イギリスの階級制度、ヒギンズのような紳士
階級の無責任さ、労働者階級の女性の立場の弱さなど、さ
まざまな社会的な批判を行なっている。しかしこの作品は
それが最初に上演された時から、ヒギンズとイライザの、
階級を超えた「ロマンス」として捉えられ、さらにショー
の死後には、My Fair Ladyというタイトルで、ミュージカ
ルとして大きな成功を納めた。ショーの原作がポピュラー
なロマンティック・ミュージカルとなった過程において、
「階級」の要素がどのように変わっていったのか、若い女
性が登場することによって、「ロマンス」の要素がどのよ
うに一人歩きをするようになったのかを見ていきながら、
一つの作品が原作者の意図に全く反した受容のされ方をす
るという興味深い例の一つして、原作とミュージカルを比
較したい。

Pygmalion から My Fair Lady へ
―― イギリスの言葉、階級とジェンダー
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